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特定非営利活動法人 

愛知ネット 活動記録 ２０１９ 

 

 

 

 

 

 

 

 



                     

 

 

 

 

 

 

つながりで、救う。 
 

 

愛知ネットは、災害救援被災地で学んだ防災・災害時対応と、「つながり」の重要性を、 

平時からの教育やコミュニケーションという形で、 

いざというときに地域と命を守るコミュニティのチカラに変える 

コミュニティ・コーディネート・ワーカーです。 

「防災・災害救援」、「社会教育」、「まちづくり」、「市民活動支援」の４つからなる活動は、 

被災地で愛知ネットが活動した時の「教訓」が生きています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 防災・災害救援            
Active in disaster & Preparedness  

 

災害時には被災地内外で、被災者のニーズと全国

のシーズをマッチングするコーディネート事業を

行っています。平時には、被災地で得た学びを活か

すべく、各種の啓発・訓練を統合した講演・講座や

実証訓練を実施しています。 

 

 
 

 

■まちづくり                 
Town planning 

 
災害時に役立つ、地域のネットワークの力を充実・

活性化させるため、講座の企画運営や各種会議への参

画を行っています。 

■市民活動支援 
NPO support 

 

災害時においても活動する市民団体との顔の見える

関係づくりを目指して、「刈谷市民ボランティア活動セ

ンター」「大府市民活動センター」「碧南市市民活動セン

ター」「安城市民交流センター」を運営しています。 

施設の管理とあわせて、ボランティアおよび市民活動

の促進のために、愛知ネットの特性やノウハウを活かし

た事業をさらに展開していきます。 

■社会教育                 
Social education 

 

「愛知県美浜少年自然の家」と「豊橋市青少年セ

ンター」の管理・運営業務を受託し、社会教育活動を

通して、若者に防災・災害救援の啓発活動を実施して

います。また、当該施設を社会教育拠点と位置づけ、

地域と連携しながら、青少年の学習の場や仲間づくり

などの、自らの実生活に即した教養を高める場の提供

をします。 

台風 19 号被災地支援の寄付目録を佐野市長に贈呈 
場所：栃木県佐野市 

 

海苔すき体験と恵方巻作り 
会場：愛知県美浜少年自然の家 

刈谷市共存・協働のまちづくり推進委員会 
会場：刈谷市役所 

コラビア交流会 2019～新発見！市民活動フェア～ 
会場：大府市役所 地下多目的ホール 
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■防災・災害救援 
Active in disaster & Preparedness 
 

 

●防災活動 

Ⅰ．実施概要 
    愛知県内外の市町村並びに、各団体・組織が主催する訓練・会議・委員会などに参画する。そし

て情報交換、意見交換を行いながら、地域防災力の向上に寄与する。  
 

Ⅱ．目標・計画と実績 
    防災訓練・会議・委員会に参画し、他団体や地域とのネットワークを広げ、災害時の支援体制を

強化することを目標とする。  

 

  ・従業員の人数   3 名(天野、南里、内藤) 

  ・受益対象者の範囲および人数   三河地域を中心に約 8,400 人 

 

Ⅲ．実施した事業内容 

１．知立市における活動 

（１）知立市自主防災会連絡協議会    

総会（5月）、幹事会（5月、8月）、臨時会（8月） 

（２）知立市防災リーダー研修（6月） 

（３）知立市総合防災訓練（9月）反省会（11 月） 

（４）知立中学校における防災教育（9月） 

２．豊田市における活動 

（１）とよた防災啓発推進協議会 （6月、7月、9月、12 月） 

   小学生を対象とした防災啓発ツール（防災ミニ番組）作成 

愛知ネットは事務局を担当 

（２）豊田市平井小学区 勉強会（6月） 

（３）豊田市自主防災リーダー養成講座（7月） 

（４）県立豊田高等特別支援学校 防災キャンプ（7月・2日間） 

   協 力：豊田市防災対策課 

（５）とよた消防フェスタ  実行委員会（9月、11月） 

   消防団による出初式と啓発イベントを合同開催（1月） 

   事務局として、会議運営・開催企画・事業実施をサポート 

（６）豊田市高岡地区 避難所運営マニュアル勉強会（9月） 

避難所運営訓練（11 月） 

（７）小坂自治区防災講演会（11月） 

（８）下市場自治区防災講演会（11 月） 

（９）上郷地区における HUG 研修・避難所運営訓練（11 月・12月） 

（10）童子山小学校防災講演会（12 月） 
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３．岡崎市における活動 

（１）連尺小学校 防災学習（6月） 

（２）岡崎青年会議所防災講演会（9月） 

 

 

４．稲沢市における活動 

（１）国分小防災フェスティバル（6月） 

（２）稲沢市総合防災訓練  

ファシリテーター説明会（8月）、訓練（8月）、 

（３）防災リーダー養成講座（11月・2日間） 

（４）防災リーダーフォローアップ講座（11 月、2月） 

 

 

５．刈谷市における活動 

（１）刈谷市防災リーダー養成講座（6月） 

（２）刈谷市双葉小学校避難所訓練実行委員会（8～10 月・全 5回） 

（３）井ヶ谷地区防災講演会（8月） 

   協力者：内村 康成さん（熊本県益城町役場職員） 

（４）刈谷市避難所運営訓練（11月） 

 

 

５．大府市における活動 

（１）石ケ瀬自治区防災講演会（8月） 

 

４．みよし市における活動 

（１）みよし市防災リーダー クロスロード研修（12月） 

 

 

６．美浜町における活動 

（１）小野浦区避難所運営マニュアル作成の検討会議（10月～3月・各月 1回） 

2020 年 4 月に愛知県、美浜町、小野浦区、愛知ネットで災害時においての防災協定を締結し

た。そのことを受け、避難所運営マニュアルの作成を行った。 

（２）小野浦区防災講演会（11 月） 

 

７．愛知県域における活動 

（１）令和元第 1回防災のための愛知県ボランティア連絡会 

防災のための愛知県ボランティア連絡会（9月） 

 

（２）東日本大震災犠牲者追悼式 実行委員会（12 月・2月） 

   追悼式 3 月 11 日※コロナウイルス感染拡大防止のため WEB 開催 
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８．1億総レスキュー会議（月 1回） 

愛知ネットスタッフにより構成される内部会議体。 

ＨＵＧ(避難所運営ゲーム)のファシリテーター研修や、学防災プログラムのマニュアルづくり

をすすめた。        

９．学生・研修生の受け入れ 

  名古屋大学 インターンシップ生 1 名（8月） 

  愛知淑徳大学 インターンシップ生 1名（2～3月・5日間） 

10．災害時の施設利用に関する協定書 

（１）災害時における愛知県美浜少年自然の家の利用等に関する協定書（4月） 

美浜少年自然の家を災害時の指定緊急避難場所及び指定避難所として利用することに関し、愛

知県教育委員会、美浜町、小野浦区自主防災会、愛知ネットの 4者で協定を締結した。 

 

 

●災害救援 

被災者支援センター 

Ⅰ．実施概要 
2011 年 6 月より愛知県が設置し、2018 年 4 月からは、認定特定非営利活動法人レスキューストッ

クヤードが運営している。愛知ネットは、2017 年 4 月より、相談役として 1 名が関わっている。 

  

Ⅱ．目標・計画と実績 
東日本大震災発生から 7 年が経過した現状において、避難先の市町村や地域コミュニティ等の理

解と協力を得て、支援活動を実施する。 

 

 ・従業員の人数 

   1 名(南里) 

  ・受益対象者の範囲および人数 

   愛知県へ避難されている 348 世帯 892 名(2019 年現在) 
 

Ⅲ．実施した事業内容 

三河地域の受入被災者を中心に、特に支援を必要とされる方々がおかれている現況や情報、支援

内容についての、センタースタッフとの共有を必要時に行っている。 

 
 

台風 19 号被災地支援 

Ⅰ．実施概要 
2019 年 10 月 12 日に伊豆半島へ上陸した、台風 19 号被害に関する情報収集すると共に、愛知ネ

ット関係者や、愛知ネットが指定管理する施設のある市町の災害時相互応援協定締結先への支援状

況等を確認し、支援活動を実施した。詳細は別紙のとおり。 
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■ 社 会 教 育   
Social education 

 

 

● 愛知県美浜少年自然の家 

セ ン タ ー 概 要 

場 所 : 愛知県知多郡美浜町大字小 

野浦字宮後 1番地の 1 

電 話 : 0569-88-5577 

ファクス : 0569-88-5385 

Ｅ－ｍａｉｌ : info@sizennoie-mihama.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ : http://sizennoie-mihama.jp/ 

開 館 時 間 : 

  8 時 30 分～17時 30 分(宿泊客無し) 

  8 時 30 分～22時   （宿泊客有り） 

休 館 日 : 年末・年始 6日間及び 9月下旬から 3月中旬まで原則月曜日 

敷 地 面 積 : 208,837.42 ㎡ 

建物延面積 : 10,695.21 ㎡ 

宿 泊 定 員 : 500 人 

構造・規模 : 本 館 棟  SRC 造 6 階建 8,450.33 ㎡ 体 育 館  RC 造 1 階建  1,284.64 ㎡ 

ｷｬﾝﾌﾟ管理棟 RC 造 1 階建   63.42 ㎡ ﾃﾆｽｸﾗﾌﾞﾊｳｽ  RC 造 1 階建   63.54 ㎡ 

付 属 棟 プロパン庫、汚水処理施設、野外便所 2棟、渡り廊下、野外施設  

主 な 施 設 :  

屋外施設…つどいの広場、ロマンの広場、ふれあい広場、チャレンジ広場、臨海広場、屋根付 

野外炊飯場 2箇所、営火場 2箇所、テニスコート 4面、ハイキングコース、展望台、 

野外ステージ、あずまや 2カ所、駐車場 3カ所など 

本  館…宿泊室 48 室(1 室 10 人)、本部室 3室、リーダー室 9室、研修室 10室(1 室 50 人)、 

講堂(500 人)、食堂(250 人)、大浴場(70 人)、中浴場(50 人)、コミュニティーホール、 

事務室 

体 育 館…バスケットボール(2 面)、更衣室（2室） 

主 な 設 備 :  

身障者専用駐車場、車椅子用出入口（自動ドア）、車椅子用スロープ（各所）、点字付公衆電話、エ

レベーター（音声案内・点字版）、車椅子専用トイレ（2 階、3 階）、AED（自動体外式除細動器）、

車椅子 

 

 

Ⅰ センターの役割と任務 

１．委託業務名・目的 

（１）業 務 名：愛知県美浜少年自然の家指定管理業務 

（２）事業の目的：美浜少年自然の家は、豊かな自然の中で、規則正しい集団生活をしながら、 

各種の講義・スポーツ活動・レクレーション・創作活動・野外活動などの研修を

通して、健全な少年やよりよい社会人を育成することを目的としてつくられた社

会教育施設である。 



‵１９ 

愛知ネット活動記録 
 

                     5 

愛知ネットは、この設置目的に沿い、美浜少年自然の家の管理運営を行い、青

少年が『創造力』『生きる力』『和（役立ち合い)の精神』を培い成長することを

支援すると同時に、青少年と大人が共に育ち合う社会づくりに貢献する。 

（３）実 施 期 間：平成 28年 4月 1日～令和 3年 3月 31 日の 5年間 
 

Ⅱ 今年度の目標 

１ 愛知ネットが、愛知県美浜少年自然の家が公の施設であることを認識し、公平公正な運営をする。 

２ 社会教育の場として美浜少年自然の家を提供し、「青少年の『創造力』『生きる力』『和（役立合い）

の精神』の教養・向上に寄与し、より良い社会人への成長を促す」社会教育施設を目指す。 

３ 職員一人ひとりが、愛知県美浜少年自然の家の業務遂行能力を身に付ける。 

職員一人ひとりのよさを生かし、適材適所に配置し、その人を伸ばし、組織力を高める。 

４ 職員が青少年をはじめ利用者の成長に喜びを感じ、分かち合い、「チームみはま」で美浜少年自然の

家を愛される施設にする。 

５ 「いのち輝く」をテーマに、子どもたちの活動を応援できる自主事業を開催する。 

６ 平成 28 年 4 月から令和 3年 3月の指定管理期間 5年間の宿泊利用者目標数 260,000 人とし、令和元

年度は 53,000 人を目指す。 
 

Ⅲ 数値目標と実績 

１．宿泊者数 年度別比較 

 H29 年度 H30 年度 R1 年度 

実績 実績 目標 実績 達成率 

宿泊者数 52,318 人 51,007 人 53,000人 44,275 人 83.5％ 

２．宿泊者数 四半期実績   

 第 1 四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 計 

R1 年度 19,881 人 16,088 人 5,390 人 2,916 人 44,275 人 

H30 年度 20,866 人 18,210 人 6,566 人 5,365 人 51,007 人 

H29 年度 23,316 人 17,485 人 4,917 人 6,600 人 52,318 人 
 

Ⅳ 実施した事業内容 
 

１．主催事業 

（１）家族で地引網体験（6月・2日間） 

地引網体験、魚さばき体験 

（２）ＥＣＯを考える 小野浦海岸エコレンジャー（8月・2日間） 

    釣り船からの漂流物観察、ごみ拾い、魚つかみ体験 

（３）防災チャレンジキャンプ（8月・2日間） 

    協力 知多南部消防組合 

津波避難、救急救命、避難所生活体験、カートンドックづくり 

 

 



愛知ネット活動記録 2019 

つながりで、救う 

 

                      6 

（４）親子投げ釣り教室（9月・2日間） 

協力 一般社団法人 JOFI 愛知公認インストラクター 

投げ釣りの事前講習と実践 

（５）みんなで収穫。ハッピーハロウィン（10月・2日間） 

サツマイモ堀り体験、野外炊飯、大道芸鑑賞、 

trick or treat!お菓子交換会、みかん狩り 

（６）みんなで走るって楽しいよ！（10 月～11月・全 3回講座） 

    講 師：糟谷 悟 選手（トヨタ紡織株式会社） 

講演、理論学習、長距離走の練習・記録会 

 

（７）防災チャレンジキャンプ ―ジュニアマスター編― 

避難所生活体験、簡易トイレ使用、ゴミ袋シェルター作り、 

ポリ袋炊飯、レスキューフード実食、防災ウォーク、防災ゲーム 

 

（８）秋冬の自然を満喫しよう eariy christmas（11 月・2日間） 

     講 師：内海星空観察サークル 

リース材料探しハイク、クリスマスオーナメント作り、 

星空観察、みかん狩り 

 

（９）海苔すき体験と恵方巻作り－地元の食材を活かして、幸運を招こう 

    （1月・2 日間） 

海苔すき体験、恵方巻作り、大道芸見学 

（10）美浜杯バスケットボール大会（1月・延 6日間） 

   ：県下及び全国強豪中学校によるバスケットボール大会 

 

２．学生・研修生等の受け入れ 

（１）愛知県 採用２年目職員現場体験研修（NPO） 

4 名（8 月・4日間）、3名（10月 4日間）、1名（11 月・4日間） 

（２）日本福祉大学 インターンシップ 2名（8月・5日間） 

（３）県立西春高校・県立五条高校 愛知県生涯学習課受入生徒の現場体験 4 名（8月・1日間） 

 
 

Ⅴ ま と め 

  １ 成果と課題 

アンケートによる利用者の評価や生涯学習課によるモニタリング調査は、高評価を頂いている状況

にあり「チームみはま」を合言葉に職員一丸となって頑張った一年であった。 

しかしながら、施設管理を受けて 4年目昨年度のまとめにも記載したが、学校の利用では、教員の

勤務改革、行事の精選、さらに児童・生徒数の減により宿泊利用者が減ってきている。さらに、企業

の新任研修も日数削減や自社での研修に変わってきており宿泊者減に拍車をかけている。 

一方で、地道であるが DM などの PR 活動により利用団体数は増加しており、来年度の目標として、

宿泊者数でなく利用団体数の増加を掲げ、次期指定管理申請に臨む所存である。 
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● 豊橋市青少年センター 

セ ン タ ー 概 要 

場  所：豊橋市牟呂町字東里 26番地 

電  話：（0532） 46 - 8925 

Ｅ－mail：info@toyohashi-yc.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ：http://toyohashi-yc.jp/ 

開館時間：豊橋市青少年センター 午前 9時～午後 10時 

＊宿泊棟 入所 午後 1時～午後 5時  退所 午前 9時 30 分 

休 館 日：毎週月曜日（月曜日が国民の祝日または休日のときはその次の平日） 

年末年始：12月 29日～1月 3日 

構造・規模 〈建物延べ面積〉 

中 央 棟 ：ＲＣ造 3階建 1,982 ㎡   研 修 棟 ：ＲＣ造 4階建  890 ㎡ 

宿 泊 棟 ：ＲＣ造 4階建  935 ㎡   屋外施設 ：運動広場   3,844 ㎡ 

主な施設 

〇中 央 棟 ・音楽室・図書談話室・喫茶室・多目的室・遊戯室・体育室・大研修室（100 人） 

    ＊豊橋西部地域総合型クラブ KOZOTTE 事務局 

〇研 修 棟 ・第 1研修室（48 人）・第 2研修室（12人）・第 3研修室（36 人）・第 4研修室（12人）・  

      ・第 5研修室（48 人）・工作室 

 ＊豊橋市子ども会連絡協議会事務局、少年団体リーダーズクラブ事務局、豊橋市少年愛護 

  センター、ほっとプラザ西（適応指導教室）、とよはし若者サポートステーション、豊橋 

  市青年団協議会事務局、ユースレクリーダー室        

〇宿 泊 棟 ・宿泊室 12室（最大 48 人)・食堂 1・厨房 1・浴室 2・談話室 3・管理人室 1 

  ＊若者サポートステーション第 1・第 2研修室   

〇屋外施設 ・運動広場（ソフトボール１面ナイター照明有り）   

 

Ⅰ センターの役割と任務 

１．委託業務名・目的 

（１）業 務 名：豊橋市青少年センター指定管理業務 

（２）事業の目的：豊橋市が掲げる「青少年センター運営方針」に基づき、豊橋市青少年センターを社

会教育活動拠点と位置づけ、青少年が学習や話し合いを進め、仲間づくりや各種の催しに参加し

趣味を育て教養を高めるとともに、青少年団体に自主的な活動の場を提供する。 

市内の子ども会、ボーイスカウト、青年団などの利用を優先的に認め、青少年団体の使用に

支障のない範囲で一般団体の使用を認める。 

また、豊橋市青少年センターの併設施設である、「豊橋市子ども会連絡協議会」「豊橋市青年

団協議会」「少年団体リーダーズクラブ」「豊橋市少年愛護センター」「とよはし若者サポートス

テーション」「ほっとプラザ西」など青少年の健全育成を目的として活動する団体と良好な関係

を築いていく。 

（３）実 施 期 間：平成 28年 4月 1日～令和 3年 3月 31 日の 5年間 



愛知ネット活動記録 2019 

つながりで、救う 

 

                      8 

Ⅱ 今年度の目標 

委託業務 2 期目の 4 年目として申請時に掲げた事業計画 5 か年の目標達成に向け、豊橋市教育委員

会が行ってきた業務を継続的に堅実に受け継ぎ、協定書や設置目的の理解と遂行、先進的な青少年セ

ンターの運営を目指す。利用者目標数を 54,000 名とし、施設環境の整備と利用者へのサービス向上に

努める。 

  ＜具体的方策＞ 

１．魅力的で参加しやすい自主事業の実施…内容の工夫、回数の精選、経験の有無を配慮した企画。 

２．新たな利用者の開拓…一般企業の会議・研修利用や、近隣大学への積極的な働きかけ。 

３．地域との連携…近隣地域の防災訓練等に参加し、避難所体験や防災訓練への支援。 

 

Ⅲ 数値目標と実績 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 実施した事業内容          

１．青年講座 

青年向けスポーツ講座で、定期的な運動の場の提供とスポーツの啓発、また同世代の青年との

交流を通じて青少年の健全育成に寄与することを目的に実施している。 

（１）ソフトバレーボール  （5月～6月・全 6回） 

（２）ジャズダンス   初級（5月～6月・全 6回）、ステップアップ（9月～10 月・全 5 回） 

（３）ヒップホップダンス初級（5月～6月・全 6回）、ステップアップ（9月～10 月・全 6 回） 

（４）バドミントン（10月～11 月・全 6回） 

 

２．かがやき講座 

簡単なスポーツや音楽など、年齢を問わずに参加しやすい内容の講座を企画し、興味や関心の

幅を広げる機会とする。 

（１）フラダンス（6月～7月・全 6回）   （２）津軽三味線（8月・全 3回） 

（３）ヨガ＆スモールボール（9月～10月・全 6回） 

 

３．四季の行事教室 

小学生と保護者向けのレクリーション講座で、年 4回開催している。また、レクリエーション・

インストラクター養成講座の受講生等を研修生として受け入れている。 

 H29 年度 H30 年度 R1 年度 

施設利用者目標数 54,000 人 54,000 人 54.000 人 

施設利用者数 

（うち宿泊数） 

51,306 人 

(487 人) 

49,843 人 

(921 人) 

44,768 人 

(287 人) 

他施設使用者数 

（うちサポートステーション）

（うちほっとプラザ西） 

5,389 人 

(3,978 人) 

(1,411 人) 

4,313 人 

(3,143 人) 

(1,170 人) 

3,974 人 

(2,548 人) 

(1,426 人) 

合計 56,695 人 54,156 人 48,715 人 
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（１）七夕のつどい（6月）         （２）お月見のつどい（9月） 

（３）クリスマスのつどい（12 月）      （４）ひなまつりのつどい（3月※中止） 

 

４．どきどき挑戦講座 

数回にわたる講座は参加しにくいが、ちょっと興味があるのでお試しで挑戦したいという方の

ための一般向け１～２回の講座 

（１）絵手紙（6月・全 1回）        （２）しめ縄づくり （12 月・全 1回） 

（３）ミニ門松づくり（12 月・全 1回） 

５．レクリエーション・インストラクター養成講座（5～9月・全 9日 34 コマ） 

子ども会や保育園、学校などで活用できるレクリエーションリーダーとしてのスキルを身につ

けるだけではなく、レクリエーション・インストラクター受験資格を目指す受講生も多い。 

６．わくわく体験講座 

夏休みを利用して、小学生がいろいろなことに挑戦する機会をつくる。 

（１）ポスター教室（7月・小学生低学年の部/小学生高学年の部 各 2回） 

（２）科学スクール（8月・全 1回） 身近な野菜を使った発電の仕組み 

（３）囲碁教室  （8月・全 2回） 

７．ジュニアチャレンジ講座  

夏休み冬休みを利用して、小学生が身近なスポーツに触れるきっかけをつくる。 

（１）バドミントン教室（7月・全 5回）   （２）卓球教室(12 月・全 4 回） 

８．センターフェスティバル（10月～11月・9日間） 

各種展示（青少年センターの歴史や活動の紹介、市子連などセンターに事務局を置いている団体

及び愛知ネットの活動紹介）、スポーツ吹矢体験、ペットボトルロケット実験、バルーンアート 

９．防災啓発出前講座「みんなで学防災」 

豊橋市の小学生を対象に「自助・共助・公助」の考え方や日頃の備えの重要性を伝え、災害時

にどのように行動して自分の命を守るかを指導する。 

10．防災体験講座（12 月） 

講 師：防災危機管理課職員 

ＡＥＤ，三角巾、新聞スリッパ作り、講話（風水害について）、炊き出し体験  
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Ⅴ ま と め 

１．利用者数 

  過去３年間の利用者数は年々減少している。特に今年度は前年

比 5,000 人の減となっている。原因としては、ゴールデンウィー

クの 10 連休、夏の猛暑、消費税のアップに加えて新型コロナウイルスの影響が考えられる。情報発信

の工夫や、大型ミラーの設置など利便性の向上を図っている。 

２．自主事業参加者 

  昨年度自主事業の参加者が大きく落ち込んだ。これまで無料で

あった参加費を徴収するようにしたことが大きく影響したと考

えられる。参加拡大を図るため、講座内容の見直し、講座の回数を減らして参加しやすくするなどの

改善を図った。また、レクリエーションリーダー養成講座については、愛知大学に出向いて学生に直

接参加を呼び掛けることにより、多くの受講生を得た。 

３．収支の状況 

当センターの主な収入は指定管理料であり、利用料金は市の収入となる。つまり、収支をプラスに

するためには、支出を抑えることしかない。消耗品費、人件費、水道光熱費など全ての項目にわたっ

て見直しをした。講師謝礼の減額をお願いしたり、修理や除草・剪定などできるだけスタッフで行っ

たりした。その結果、スタッフに「無駄を排除する」意識が根付いた。 

 

４．利用者アンケート 

今年度は 9月 1日～29日に利用団体対象にアンケートを行い、59 団体から回答があった。古い施設

ではあるが、清掃や営繕等をこまめに行っているため、使い勝手、設備・備品についてよい評価を得

た。職員の対応についても 1 団体を除いて肯定的な回答であった。いただいた意見はできる限り対応

し、その結果を公表した。 

 

H29 年度 H30 度 R1 年度 

51,306 人 49,843 人 44,768 人 

H29 年度 H30 度 R1 年度 

1,891 人 1,620 人 1,914 人 

 

＊単位 

  ％ 

大
変
良
い 

良
い 

あ
ま
り 

良
く
な
い 

使い勝手 25 69 4 2 

設備・備品 19 77 4 0 

職員対応 40 58 2 0 

利用者数 

自主事業参加者数 

アンケート結果 
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■まちづくり 
Town planning 

 

Ⅰ．実施概要 
    愛知県内外の市町村並びに、各団体・組織が主催するイベント・会議・委員会などに参画する。

そして情報交換、意見交換を行いながら、地域防災力の向上に寄与する。  
 

Ⅱ．目標・計画と実績 
    地域のまちづくりに寄与することにより、他団体や地域とのネットワークを広げ、災害時の支援

体制を強化することを目標とする。  

 

Ⅲ．実施した事業内容（期中に就任していた委員等の名称及び参加した会議を記載） 

  １．愛知県域・県外における活動 

（１）総務省 地域力創造アドバイザー 

（２）東海北陸地区青少年教育施設協議会（11月） 

（３）愛知県人権・社会教育委員会 

（４）希望郷いわて文化大使［岩手県］ 懇談会（7月） 

（５）すみた大好き大使［岩手県住田町］  

（６）地域情報通信基盤施設利活用等検討委員会［岩手県住田町］（5 月、9月） 

 

  ２．豊橋市における活動 

（１）豊橋市 子ども・子育て会議（4月・2月） 

  ３．刈谷市における活動 

（１）刈谷市共存・協働のまちづくり推進委員会（5月・11月・3月） 

   同夢ファンド部会（7月・8月・12 月・1月） 

夢ファンド採択［コラボ 70 補助金 16 団体・まちづくり支援事業補助金 2団体］ 

（２）刈谷市生活支援・介護予防体制整備推進協議会（7月・11月・2 月） 

（３）日本女性会議 2020 あいち刈谷実行委員会（8月・1月・3月） 

（４）刈谷市地域福祉計画懇話会（10月・1月） 

（５）協働のまつり場 

市民・NPO・地域団体と行政の実務担当者同士の意見交換による相互理解・目的共有等の場 

テーマの選出（7月、8月） 

（６）わがまちのしゃべり場 12  企画会議（10月・12 月・2月） 

 

  ４．安城市における活動 

（１）安城市 国民保護協議会   

（２）安城市 防災会議  安城市総合防災訓練（10 月） 

ｇ平 

  ５．西尾市における活動 

  （１）西尾市 市民活動センター運営委員会 
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  ６．大府市における活動 

（１）森岡公民館 生涯学習推進委員会（5月、12月） 

（２）大府市協働推進委員会 

     委員会にて「協働企画提案事業」書類審査を実施（5月） 

     同公開審査会に審査員として出席（6月） 

 
 

 

  ７．知立市における活動 

（１）知立市 国民保護協議会 

（２）知立市防災会議（8月） 

 

  ８．美浜町における活動 

（１）美浜町 都市農村交流協議会（5月） 

（２）東京オリンピック・パラリンピック ＭＩＨＡＭＡ ホストタウンプロジェクト 

（6月、8月、10 月） 

美浜町を東京パラリンピックシンガポールホストタウンとして計画 
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■市民活動支援 
NPO SUPPORT 

 

 

● 刈谷市民ボランティア活動センター 

セ ン タ ー 概 要 

場 所 ： 刈谷市東陽１丁目 32 番地 2 

電 話 ： 0566-62-8231 

フ ァ ク ス ： 0566-62-8232 

Ｅ - ｍ ａ ｉ ｌ ： kcv109box@katch.ne.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ ： http:// kcv109box.jp/ 

開 館 時 間 ： 9 時～21 時  

休 館 日： 毎週月曜日(祝日の場合は火曜日)、年末年始（12月29日～1月3日） 

 

主 な施 設 ： 交流スペース、談話スペース、作業スペース、情報スペース、メールボックス、ロッカー、 

多目的トイレ、駐車場 

使 用 料 金 ： コピー機使用は実費負担、印刷機は無料。但し用紙は利用者が持参 

※施設、ロッカー、その他機材使用は無料 

談話スペース ： 登録団体が打ち合わせ、団体間の交流の場として利用。 

※テーブルは 18 席が 4 島有り。72 席で利用することも可能 

ロ ッ カ ー ： 活動に必要な備品などを保管する場所として利用。（ロッカー数は、47 個） 

メールボックス  ： 各団体間の連絡、文書・チラシの配布や団体宛の郵便物、ファックスの一時保管場所とし 

て利用。（メールボックスの数は、36 個） 

作業スペース ： 印刷機、紙折機、製本機、丁合機、裁断機、紙そろえ機、ラミネーターを設置。 

貸 出 備 品 ： プロジェクター、ノートパソコン、スタッフコート（10着）、クリスマスツリー（2セット）、サンタクロース

の衣装、スポットライト、バルーンアート空気入れ（5本）、ビンゴマシン、布ぞうり製作台（6台）、レ

ーザーポインター、ハンドベル、防災カルタ、非常持ち出しゲーム、いえまですごろく、非常持出

展示品、高浜かるた、紙芝居枠（大・小）、名札、腕章など 

 

Ⅰ センターの役割と任務 

１．委託業務名・目的 

（１）業 務 名：刈谷市民ボランティア活動センター管理運営委託 

（２）事業の目的：様々な分野で活躍する市民ボランティア活動団体を支援するとともに、活動に対

する市民の意識啓発を図り、市民ボランティア活動を推進する。 

（３）実 施 期 間：平成 29年 4月 1日～令和 4年 3月 31 日 
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Ⅱ 運営目標（平成 29 年度～令和 3 年度まで） 

   市民活動団体、行政、事業者との連携は順調に推移し多くの成果を挙げてきた。しかし地縁団体と

の連携は充分に推進できていない。そこで市民ボランティア活動団体がより社会課題の解決に向けて

刈谷市内の地縁団体との交流・連携を深め、地域に入り込んでいくことが特に必要と考える。 

そこで指定期間 5 年間の運営目標を「地縁団体との連携を見据えた市民ボランティア活動団体育

成・支援環境の新しいモデル作り」とする。 

   今年度は市民ボランティア活動団体の協働・連携先として地縁団体の掘り起こしを進め、地域課題

や問題の解決に向け支援していく。 

 

Ⅲ 数値目標と進捗状況 

１．数値目標 

登録団体、個人会員数、来館者数などの評価指標については、前年実績の維持向上を狙う。 

２．事業回数 

   指定管理者として企画提案した事業（スキルアップ 5回、車座集会 5 回、わがまちのつむぎ場   1

回、啓発イベント 3回、交流イベント 1回）を確実に実施する。 

 

Ⅵ 実施した事業内容 

１．車座集会 

市民活動に関心のある方を対象に、交流や意見交換を行い協働・連携のきっかけづくりやノウ

ハウを共有する。  

（１）～聞いてみよう！自治会活動のヒント～自治会の困りごと請負人 

   講 師：藤森 幹人さん （ＮＰＯ法人ボランタリーネイバーズ理事） 

（２）～モッタイナイ捨てないで！羽毛ふとん～羽毛プロジェクト in かりや 

  講 師：黒田 健さん （河田フェザー株式会社 CSR 推進室室長） 

（３）～災害現場はこんなに大変～女性・子ども視点で学ぶ防災（7月） 

講 師：国崎 信江さん（危機管理教育研究所 所長） 

（４）～みんなの夢をのせ、未来へ！～ミニＳＬ復活の仕掛人（8月） 

講 師：高橋 健太朗さん（ＮＰＯ法人フロンティア西尾職員） 

 

 
H29年度 H30年度 R1年度 

実 績 実 績 目標 実 績 達成率 

総来館者数 22,596 人 22,497 人 22,596 人 20,960 人 92.8％ 

相談件数 1,170 件 1,159 件 1,170 件 1,344 件 114.9％ 

マッチング件数 117 件 117 件 117 件 118 件 100.9％ 

団体登録 510 団体 526 団体 526 団体 537 団体 102.1％ 

個人登録者 177 人 186 人 186 人 199 人 107.0％ 
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（５）～ジモトの力を育てる～ＡＨＩの研修生が語る支援のしかた（9 月） 

講 師：林 かぐみさん（アジア保健研修所 事務局長） 

コーンさん（アジア保健研修所 研修生） 

２．スキルアップ講座 

市民活動団体の問題解決のスキル向上やリーダーを育成、支援する。 

（１）咲かそうひまわりの輪プロジェクト（4月～10月） 

（２）羽毛ふとん回収活動（5月～6月） 

（３）プチまなぼうさい （7月） 

   登録 4団体による防災関連ブース出展、危機管理課の段ボールパーティションの展示等 

（４）海外支援収集ボランティア（7月～8月） 

（５）パワポで団体紹介動画をつくろう（11 月） 

 

３．わがまちのつむぎ場１１（12月） 

小垣江青年団の事例発表、出展ブース 33 団体、体験ブース 6団体 

市内 23 地区の掲示コーナーにて 6地区の困りごとや課題を掲示 

企画メンバーにまちコ 3名が参加 

４．啓発イベント 

センターに関わりがなかった方々へアプローチし利用者の新規開拓を行う。 

（１）プレミアム プロボノプログラム in東海（4月） 

   講 師：大須賀恵子氏（ＮＰＯ法人中部プロボノセンター 事務局長） 

（２）あったかハートまつり ブース出展（6月） 

（３）デンソーグループハートフルまつり出展（9月） 

（４）ハロウィン（10月） 

（５）社会教育センター学習発表会 参加（11月） 

（６）竹燈り文字投票（11 月～12 月） 

（７）東日本大震災追悼イベント かりや 3.11 を忘れない（3月） 

 

５．交流イベント（7月） 

  定住自立圏としてボランティア情報サイト（かりや衣浦つながるネット） 

を共同で活用している、刈谷市、知立市、高浜市、東浦町の第 4回交流会 

（なないろ 5 周年記念イベントと同時開催） 
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６．学生・研修生等の受け入れ 

（１）インターン・職場体験 

椙山女学院大学 1名（8月・1日間） 愛知県立大学 各 1名（8月・2月各 1 日間） 

愛知教育大学  1 名（8月・1日間） 名古屋大学  1 名（8月～9月・10日間） 

金城学院大学 1 名（2月・1日間） 愛知淑徳大学 1名（2月・5日間） 

中京大学   1 名（2月・1日間） 

（２）住吉小学校 5年生への出前講座「ボランティア講座」（9月）センター見学（10 月） 

（３）企業人のためのボランティア講座（1月） 

  講 師：鈴木盈宏さん（元トヨタ自動車（株）トヨタボランティアセンター長） 

指 導：刈谷赤十字奉仕団、一起会、あゆみの会、刈谷市社会福祉協議会 

７．表彰制度に登録団体、個人会員を推薦 

(１）愛知県ボランティア活動功労者表彰受賞 

地道な河川の自然環境保全活動を 20 年以上活動されている「刈谷市民会議」が受賞（10 月） 

（２）厚生労働大臣表彰を申請 

  地区の単身高齢者の交流の場として茶話会や交流会を 15 年以上継続している「小垣江ボラン

ティアかもめ」を推薦したが、受賞できず。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ ま と め 

１．地域住民の社会的課題の解決に向けた連携 

自治会の担い手不足や加入率低下、また防災や子育て、高齢者福祉など多くの町内が抱えている

課題解決のため、町内会や企業のボランティアサークルとの連携強化を図る。次年度も市内 23 地区

の情報収集や困りごとの見える化を継続し、アウトリーチについて調査、検討していく。 

 

 ２．災害に強いまちづくりを確実に推進 

  災害ボランティアセンターの立上げについて、次年度も社会福祉協議会や関係部署と連携を

図り、被災地支援で学んだことを取り込み円滑な運営に努める。また女性防災に加え近隣の小

学校と連携し防災イベントを開催する。 

 

３．定住自立圏の市民ボランティア団体間の交流 

定住自立圏（知立市、高浜市、東浦町、刈谷市）の交流イベントが一巡し、今後は市町を超

えた団体間の交流をより一層図っていく。今年度はわがまちのつむぎ場の企画メンバーとして

市町に参画してもらい、定住自立圏内の団体間交流の場づくりを行う。 
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センター外観 
大府市民活動センター（コラビア） 

セ ン タ ー 概 要 

場 所 ： 大府市森岡町 4 丁目 8 番地 

電 話 ： 0562-44-8500 

フ ァ ク ス ： 0562-44-8511 

Ｅ－ＭＡＩＬ ： collabia@ma.medias.ne.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ ： http://www.collabia.jp/ 

開 館 時 間 ： 9 時～22 時 

休 館 日 ： 毎週月曜日、お盆（8 月 13,14,15 日） 

年末年始（12 月 28 日～1 月 4 日） 

主 な施 設 ：   

中央ロビースペース、受付・相談窓口（事務室）、交流スペース、情報コーナー、印刷室（作業室）、 

貸ロッカー（20 区分）、第 1（大）会議室、第 2（小）会議室、給湯室、団体活動室（4 区画）、 

料理室（ワンデイシェフ用）、多目的トイレ、相談室 

 

Ⅰ センターの役割と任務 

１．委託業務名・目的 

（１）業 務 名：大府市民活動センター指定管理業務 

（２）事業の目的：大府市協働のまちづくり推進条例に基づき、市民活動の健全な発展を図る。 

※市民活動とは、市民等が自主的に参加して自発的に行う地域社会に貢献する活動をいう。 

（３)実 施 期 間：平成 29 年 4 月 1 日～令和 2年 3月 31 日 

 

Ⅱ 事業実施計画 

１．狙 い 

市民活動団体からの相談に対応し、団体相互の連携・協働に寄与し、信頼されるセンターを目指す。 

２．目 標 

  （１）相談件数           380件以上 （Ｈ30年度相談件数554件） 

  （２）マッチング件数        28件以上 （Ｈ30年度マッチング件数38件） 

  （３）エンジョイ！コラビア、団体交流会、コラビアまつりへの新規参加団体数  18団体以上 

  （４）ＮＰＯ新規認証団体数     1団体以上（Ｈ30年度1件） 

参考：来館者数         26,000人以上（Ｈ30年度25,394人）  

３．重点施策 

（１）相談件数、マッチング件数の目標を意識した日常業務を行う。 

（２）団体の活動が充実・活性化するために、企業、行政、他団体との連携・協働を計り、特に地

縁団体との連携を密にして市民団体との連携を促す。 

（３）団体の活動を充実・活性化するために、ファンドレイジングへの理解を深め、継続的に活動を

展開できる資金の調達を促す。 
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Ⅲ 進捗状況 

 
H29年度 H30年度 R1年度 

実 績 実 績 目標 実 績 達成率 

総来館者数 27,309 人 25,394 人 26,000 人 21,922 人 84.3％ 

相談件数 594 件 554 件 380 件 502 件 132.1％ 

マッチング件数 36 件 38 件 28 件 32 件 114.21％ 

団体登録 350 団体 374 団体 380 団体 393 団体 103.4％ 

個人登録者 46 人 64 人 136 人 77 人 56.6％ 

 

Ⅵ 実施した事業内容 

１．車座集会 

（１）災害から家族を守る！これからはじまるママ防災（5月） 

   講 師：高木一恵さん（防災ママかきつばた） 

（２）お家で死にたい 在宅看取り、自分らしい最後を迎えるために（5月） 

   講 師：内田恵美さん（訪問看護師） 

（３）ハーレーサンタ CLUB に学ぶ ～今、私たちにできること～（11 月） 

   講 師：冨田正美さん（ハーレーサンタ CLUB 名古屋 代表） 

（４）クラウドファンディング体験者 ミニＳＬ復活の仕掛人（12月） 

   講 師：高橋 健太朗さん（NPO 法人フロンティア西尾 職員） 

（５）食でつながる！「こらび庵活動を知ろう」（1月） 

   ファシリテーター：鈴木 登紀子（大府市民活動センター スタッフ） 

   こらび庵シェフ団体 6団体 

 

 

２．スキルアップ講座 

（１）女性・子ども視点から学ぶ防災～防災現場はこんなに大変～（7 月） 

   講 師：国崎 信江さん（危機管理防災研究所 危機管理アドバイザー） 

（２）プログラミング的思考で課題解決（7月） 

  講 師：富田美紀さん 

（３）プロから学ぶイベントでの魅力的アピール方法(8 月) 

   講 師：伊藤 秀一さん（株式会社ジオコス 代表取締役社長） 

（４）クラウドファンディングってなに？～初心者基礎講座～（12月） 

   講 師：高桑 俊康さん（NPO 法人やらまいか人まちサポート 理事） 

（５）「協働企画提案事業交付金制度」を活用しよう！ ※新型コロナウイルス拡大防止のため中止 
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３．コラビアイベント 

（１）石ヶ瀬小学校 3年生施設見学（5月） 

（２）「こらび庵」衛生講習会・非難訓練・交流会（6月） 

  講 師：関口さん（知多保健所） 

（３）エンジョイ！コラビア 2019～コラビアで挑戦してみよう！～（7月・11日間） 

   25 団体・3個人出展 各種講座やランチ、工作体験等を企画運営 

（４）救命訓練～女性にＡＥＤをためらわないで！～ 避難訓練(8月) 

   講 師：大府消防署 職員 

（５）コラビア交流会 2019 ～新発見！市民活動フェア～（11月） 

   47 団体・2個人 ブース出展 

   午前-団体交流会／午後-一般開放（ステージ、カフェコーナーなど） 

（６）コラビアまつり（3月）  ※新型コロナウイルス拡大防止のため中止 

（７）第 8回「心ひとつに 3.11 を忘れない」 ※新型コロナウイルス拡大防止のため中止 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ ま と め 

１．来館者数 

コロナウイルス感染拡大防止のため、3月 4日（水）からセンターの利用制限（印刷室と相談業務の

み利用可・その他は利用禁止）を行った。それに伴い、3月に計画していたイベント（コラビアまつり、

スキルアップ講座など）及びこらび庵は、すべて中止となり、来館者数が目標に届かなかった。 

２．運営体制 

今年度は、事務局員を除く 8名のスタッフのうちスタッフ 2名が退職し、1名が次年度初めに退職予

定であるため新人 3名を採用し、センター内での OJT 教育を推進した。 

 ３．次期指定管理 

指定管理第 4 期（令和 2 年 4 月～令和 5 年 3 月末）について引き続き指定管理者として申請し、12

月議会にて承認された。 
 



愛知ネット活動記録 2019 

つながりで、救う 

 

                      20 

●碧南市市民活動センター【サポプラ】 

セ ン タ ー 概 要  

場 所 ： 碧南市山神町 8丁目 35 番地 

       へきなん福祉センターあいくる内 

電 話 ： 0566 – 42 - 6561 

ファクス ： 0566 – 42 - 6571 

Ｅ－ｍａｉｌ: info@hekinan-plaza.jp 

ホームページ：http://hekinan-plaza.jp/ 

開 館 時 間 ：火 ～ 土曜日  9 時～21 時 

日曜日・休日  9 時～17 時      

休 館 日 ：毎週月曜日、年末年始（12月 29 日～1月 3日） 

主な施設  ：ミーティングコーナー、おしゃべりコーナー、情報コーナー、印刷室 

 

Ⅰ センターの役割と任務 

１．委託業務名・目的 

（１）業 務 名：碧南市市民活動センター指定管理業務 

（２）事業の目的：利用者をはじめとした市民ニーズの把握及びこれを十分に反映した運営・支援を実

現し、市民に必要な情報提供等を行うことで、市民活動センターが市民活動、ボラ

ンティア活動、町内会活動等（以下「市民活動等」という。）を支援することを目

的とする。 

（３）実 施 期 間：平成 31 年 4 月 1日～令和 2年 3月 31 日 

（受託期間：令和 6年 3月 31 日まで） 

 

Ⅱ 事業実施計画 

１．数値目標 

（１） 相談件数        420件以上 

（２） マッチング件数     155件以上     

※H30年度実績の5％増を目標とする。 

２．重点施策 

（１） 日常業務：相談件数、マッチング件数の目標を意識して対応する。 

（２） 独自業務：（ロジックモデル短期アウトカム） 

・自ら活動する人・団体が増えている。 

・まちづくり団体が相互に連携・協働するすばらしさに気づいている。 

・活動団体の連携・協働対象分野（団体）が広がっている。 

・様々な団体が様々な種類の資金調達に取り組んでいる。 
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Ⅲ 目標と実績 

 
H29年度 H30年度 R1年度 

実 績 実 績 目標 実 績 達成率 

総利用者数 9,708 人 10,431 人 ― 10,670 人 ― 

相談件数 409 件 402 件 420 件 412 件 98.1％ 

マッチング件数 155 件 151 件 155 件 103 件 66.5％ 

団体登録 234 団体 252 団体 ― 262 団体 ― 

※各年度の総利用者数は、あいくるまつりなどのイベント来場者数を除く。 

Ⅳ 実施した事業内容          

１．車座集会 

（１）生活支援サインを使って「伝える・伝わる」（6月） 

  講 師：榊原 由子さん 

（２）女性・子ども視点で学ぶ防災 ～避難所はこんなに大変～（7月） 

  講 師：国崎 信江さん（危機管理教育研究所 代表） 

（３）子育ての極意～子育てが楽になる秘訣…一緒に考えませんか？～(8月) 

（４）いざという時のトイレの備え(12 月) 

   講 師：長谷川 高士さん（チーム・トイレの自由代表） 

（５）まちづくりやってみたらこうだった！～どうだったか、聞きに来ませんか～（9 月） 

  講 師：榊原 美登江さん（棚尾まちおこしの会） 

小関 和夫さん（つながりのわ日進みらいの会） 

（６）補助金を上手に使おう！皆さんの市民活動を応援します（3 月）※開催中止 

   新型コロナウイルス感染防止のため、書面資料の提供と個別の相談対応のみ実施 

２．スキルアップ講座 

（１）クラウドファンディング事例報告（5月） 

  講 師：今枝 美恵子さん（特定非営利活動法人みち代表理事） 

（２）プレゼンテーション技術 実技編（6月） 

  講 師：大野 裕史（碧南市市民活動センター センター長） 

（３）みんなが手に取るチラシの作り方～きわちゃんのチラシ講座～(10 月) 

  講 師：清水 希和子（安城市民交流センター 副センター長） 

（４）あなたにもできる！感情に振り回されない自分作り～怒りについて知ることから始めよう～（10月） 

講 師：藤原 直子さん（児童発達支援事業所ぷちま～る代表）            

（５）ひと味違う！伝わる報告書の書き方 

  講 師：大野 裕史（碧南市市民活動センター センター長） 
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３．その他のイベント 

（１）第 4回 へきなん市内見学・体験ツアー（4月） 

   講 師：平野 敏子さん（大浜てらまち案内人の会代表） 

   見学先：碧南火力発電所、伊藤忠製糖、大浜漁港、うお鉄、林泉寺、九重味淋 

（２）へきなん自転車散歩 ～へきなん巡輪～(11 月) 

   へきなん自転車散歩実行委員会主催（碧南市市民活動センターが事務局を担当） 

   コース：碧南市内一円（ポイント 71か所） 

（３）サポプラ交流会「つなが輪」（2月） 

アピールシートによる活動紹介 22団体・1人財、掲示のみ 5団体 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ ま と め 

１．年度総評 

 新しく始まった碧南市市民活動センターの第 2 期指定管理の１年目が終了した。サポプラとしては、

初めてロジックモデルを掲げ、取り組んできた。ロジックモデルのアウトプットについては、初年度が

完了した時点で碧南市地域協働課と一緒にこの一年の成果を評価し、来年度以降の評価尺度を策定して

いきたいと考えている。  



‵１９ 

愛知ネット活動記録 
 

                     23 

 

● 安城市民交流センター 

セ ン タ ー 概 要 

場 所 ： 安城市大東町 11 番 3号 

電 話 ： 0566-71-0601 

ファクス ： 0566-71-0668 

Ｅ-ｍａｉｌ ： info@wakuwakucenter.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ ： http://wakuwakucenter.jp/ 

開館時間 ： 9 時～21 時  

休 館 日 ： 毎週月曜日(祝日を除く)、年末年始（12月29日～1月3日） 

 

Ⅰ センターの役割と任務 

１．委託業務名・目的 

（１）業 務 名：安城市民交流センター管理運営委託 

（２）設置の目的：世代を超えた市民相互の交流の促進及び市民活動（営利を目的とせず、自主的に

行う公益的な活動であって、規則で定めるものをいう。以下同じ。）の活性化を図

るため、市民交流センターを設置するものとする。 

（３)実 施 期 間：平成 30 年 4 月 1 日～令和 5年 3月 31 日 

 

Ⅱ 事業実施計画 

１．数値目標 

来館者数 54,500 人  団体登録数   450 団体（前年より 15 団体の増加目標） 

相談件数    200 件  マッチング件数  50 件 

２．事業回数 

指定管理者として企画提案した指定事業は（スキルアップ講座 5回・わくわくサロン 5回・わくわ

くフェスティバル・団体交流会・まちづくりの担い手養成講座・ミニ講座など）年間 20 回以上開催

することを目標とした。 

 

Ⅲ 進捗状況 

 
平成30年度 R1 年度 

実 績 目標 実績 達成率 

総利用者数 62,294 人 54,500 人 63,088 人 115.7% 

相談件数 413 件 200 件 267 件 133.5% 

マッチング件数 80 件 50 件 84 件 168.0% 

団体登録 434 団体 450 団体 446 団体 99.1% 
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Ⅳ 実施した事業内容 

１．わくわくサロン 

（１）乳幼児から始める命のお話 ～つなぐ命の大切さ～(7月) 

   講 師：三浦 真弓さん（思春期・反抗期の子どもの育て方講師） 

（２）女性・子ども視点で学ぶ防災～災害現場はこんなに大変～(7月) 

   講 師：国崎信江さん（危機管理教育研究所 代表） 

（３）歌って学ぼう 国際支援（10 月） 

  講 師：齋藤 春美さん・大久保 幸代さん（ゴスペル・エイド・フォー・アジア安城） 

（４）あなたにもできる！感情に振り回されない自分づくり 

～怒りについて知ることから始めよう！～（11月） 

  講 師：藤原 直子さん（児童発達支援事業所ぷちま～る 代表） 

（５）みんなのお気に入りツール大検証（1月） 

講 師：杉山 ユカさん・杉浦 仁司さん（まいぷれ安城 編集部） 

 

２．スキルアップ講座 

（１）ターゲットを絞った PR方法を考えよう！安城編（6月） 

講 師：舟橋 正浩さん（フナハシドットコム 代表） 

（２）ターゲットを絞ったチラシ作りのコツ！（6月） 

講 師：清水 希和子（安城市民交流センター 副センター長） 

（３）2020 年度 安城市市民活動補助金説明会 

・特別講演 団体・活動の資金調達のための 3つのコツ（9月） 

   特別講演 講師：毛受 芳高さん（一般社団法人アスバシ 代表理事） 

   補助金申請説明：安城市役所市民協働課 

（４）絵の力で会議を見える化！グラフィックレコーディング講座（12月） 

   講 師：後藤 恵理香さん（Draw your Future） 

（５）ＳＤＧｓ勉強会 市民活動も企業も知っておきたい“17 の目標”（2月） 

   講 師：森山 智香子さん（2030SDGs 公認ファシリテーター） 

 

３．調理室イベント 

（１）親子でチャレンジ！防災クッキング（5月） 

   講 師：横山 辰夫（安城市民交流センター センター長） 
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４．安城市民交流センターわくわくフェスティバル 2019（8 月） 

催し物 20ブース（登録団体自主企画 9・センター企画 7・物販 4）、 

パネル展示 21団体、ミニファンドレイジング企画投票総数 783 枚 

 

 

５．協働サポーター養成講座 

（１）おもしろさ発見!!安城のまちづくりってどうなってるの？ 

   パブコメリーディング会（11 月～12月・全 4回） 

講 師：小森 義史さん（安城市市民協働サポータークラブ） 

 

 

６．協働のまちづくりの推進事業 

（１）中間支援組織 ボランティア支援担当者 顔合わせ会（11 月） 

安城市内の市民活動拠点施設 4施設の連携強化・支援機能の充実のための会議体 

７．団体交流会（1 月） 

基調講話及びワークショップ  27 団体参加 

講 師：岩月 江美さん（ハッピーママライフ代表） 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ ま と め 

指定管理 2 年目を迎え、第 1 四半期には愛知ネット総会を当センターで行い、多くの会員の方にお越し

いただいた。また、6 月には外部評価委員に平成 30 年度事業報告を行った。 

第 2 四半期の夏場に立て続けて 2 台の空調機が故障し、猛暑の日々を利用者の皆さまにご不便をおかけ

した。8 月には、平成 30年度監査があり、重大な指摘事項は無く終了した。 

第 3 四半期では、10 月消費税増税の為、施設利用料金の改訂が行われた。 

第 4 四半期には、新型コロナウイルスが発生、猛威を振るい、団体活動や一般市民の施設利用に自粛ム

ードが広がり、感染拡大予防から利用者が激減した。 

その他、4月と 7 月には当一地方選挙や国政選挙があり地域市民の投票所として使用された。 
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令和元年 5 月 26 日 日曜日 毎日新聞（名古屋近郊版）  

【美浜町が避難所費用  自然の家 町、県教委などと協定】 

 美浜町は、指定避難所となっている「県美浜少年

自然の家」（同町小野浦）が、災害時に避難所として

利用される際の経費負担を定めた協定を、県教委な

どとの間で結んだ。同施設ではこれまで避難時の経

費を誰が負担するのか決まっていなかった。協定で

町が負担することを定め、南海トラフ巨大地震など

の災害に備える。 

 協定は町と、施設所有者の県教委、指定管理者の

NPO 法人「愛知ネット」、地元の小野浦区自主防

災会の 4 者で 4 月に締結した。避難所開設の経費負担のほか、運営、防災訓練での 4 者の役割な

どを明記。災害時には、町は愛知ネットに施設の利用運営の協力を要請でき、愛知ネットも、町か

らの要請を待たずに施設を避難所として提供できるとした。 

 県災害対策課によると、3 年前の熊本地震では、避難所となった民間管理の施設で経費負担の規

定がなく、指定管理者が負担するケースが発生した。総務省が同様のケースが発生しないよう各都

道府県に通知し、県内では「県美浜少年自然の家」に規定がなかったため、協定を結んだ。 

 小野浦区自主防災会の中川喜義会長（68）は「協定で費用の不安がなくなる。住民がより積極的

に避難所運営に関わりたい」と協定を歓迎する。町防災課の山田英一防災専門官も「町と住民が一

緒に避難所運営することが協定の大きな意義。管理者に迷惑がかからないよう、費用面が明文化さ

れてよかった」と話した。 

 

令和元年 7 月 15 日 月曜日 NHK NEWS 東海のニュース 

【愛知・安城 女性・子ども目線の防災講座】 

 女性や子どもが災害にどう備えるべきかを考え

る講座が愛知県安城市で開かれました。この講座は

安城市の市民交流センターが開いたもので、１５日

は、主婦を中心におよそ６０人が参加しました。講

師を務めた危機管理教育研究所・代表の国崎信江さ

んは、女性や子どもの目線で家庭でどう備えるかを

講演しました。 

この中で、大雨災害のとき、子どもは、高齢者と

同じ「避難準備」情報で避難を始めるべきと紹介し、各家庭で自主避難の目安を決めておくといいと

伝えました。また、地震への備えとして、家具は高さにかかわらず揺れれば動いて危険なため、固定

して中身が飛び出ないようにすることや、割れたガラスでけがをしないよう軍手ではなく、厚手の手

袋を用意することなど具体的なアドバイスをしました。 

参加した４０代の女性は「家庭ですぐできるアドバイスが多く参考になったし、すぐに取り組みた

い」と話していました。 
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令和元年 8 月 29 日（木） メディアスチャンネル medias エリアニュース＜東海市・大府市・知多市・東浦町＞ 

【心肺蘇生と AED 講習】 

大府市民活動センター「コラビア」で 28 日、

心肺蘇生と AED について学ぶ講習会が行われ

ました。コラビアでは毎年、防災の日の 9 月 1

日に合わせて、心肺蘇生と AED について学ぶ

講習会を開いています。 

講習会では初めに、119 番に実際に電話をか

ける訓練を行いました。 

その後、大府市消防署の職員の指導の下、心

肺蘇生の訓練が行われました。心肺蘇生の訓練

では、一定のペースで 1 分間に 100 回以上、胸骨圧迫を行うことが必要なことが話され、参加者

は合図に合わせ胸骨圧迫を行いました。 

また、AED を使った心肺蘇生の訓練では、AED の使い方が説明された後、女性に対して AED

を使う際の注意点が説明されました。AED を使う際は服を脱がせる必要があるといったイメージ

から、女性に対して AED を使用することに躊躇してしまうケースがあります。京都大学が行った

調査では、高校での AED の使用率について女子高校生は男子高校生より 30％低いという結果もで

ています。講師から、金具と AED のパッドが重ならなければ服をめくって AED パッドを貼って

使用できるとことも説明され、参加者は服をきせたマネキンで訓練を行いました。 

参加した人たちは講師の話を熱心に聞き質問するなど、真剣に講習会に取り組んでいました。 

 
令和元年 9 月 21 日（土） 毎日新聞 地方版 

【防災チャレンジキャンプ 愛知・美浜】 

「津波だー、逃げろー」。海岸から顔を真っ

赤にした子供たちが走る。海岸に接近した津

波の速度は、１００メートルを１０秒で走る

ランナーとほぼ同じだという。津波の速さを

知ってもらうため、津波役として、後方から

青いビニールを身にまとった大人たちが全

力疾走で追いかける。愛知県美浜町の県美浜

少年自然の家が８月２２、２３日の１泊２日

で開催した「防災チャレンジキャンプ」の一

コマだ。 

 楽しみながら防災を学んでほしいと始め

られた同キャンプは、施設の指定管理者のＮ

ＰＯ法人「愛知ネット」が被災地支援から学んだ経験を生かして企画した。今回は小中学生２４人

が参加。原始的な火おこしや強化ポリエチレンの袋を使った炊飯、知多南部消防組合の協力による

救命救急や濃煙体験など、防災に必要な知識を身につけて災害時を生き抜く力を高めた。 
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 今回初めて実施された避難所生活チャレンジでは、８人が一家族となり、生活空間は１人１畳分

に制約された。段ボール紙や毛布などの支援物資は段階的に配り、その都度、子供たちは考えて快

適に寝られる場所を確保した。３回目の参加で班のリーダーを務めた山下侑馬さん（12）は「みん

なで考えながら寝床を作ったのが楽しかった。１枚の毛布だけで掛け布と敷き布に活用できまし

た」と振り返った。 

 キャンプ２日目。初日は緊張していた表情が一夜を共にして打ち解け、高学年が低学年を思いや

る姿も見られた。美浜少年自然の家の小宮克裕所長は「今回のキャンプで防災について学んだこと

を家族や友達に伝えてください」と講評した。 

 

令和元年 11 月 12 日（火） 東京新聞  

【「日本女性会議」断念 次期開催地、愛知・刈谷のＮＰＯ 佐野市へ友情のボランティア】 

 台風１９号による甚大な被害のため、十月下旬に予

定していた日本女性会議の開催を断念した佐野市に、

次期開催地の愛知県刈谷市から関係団体のＮＰＯ法

人「愛知ネット」のメンバーが訪れ、泥の除去や災害

ごみの運び出しなどのボランティア活動をした。 

 メンバー十人が週末の九、十の両日、秋山川の氾

濫で被害が大きかった佐野市大橋町に入り、復旧活

動に汗を流した。また、「被災者のために役立ててく

ださい」と寄付金五十万円を岡部正英市長に託した。 

 ボランティア経験が豊富な米田正寛（こめだまさ

ひろ）さん（６４）は「ぬれたベッドで一カ月近く

過ごしている高齢者がいた。ＳＯＳを出せない人が

取り残されており、復旧速度に差が出ていることを

実感した」と振り返った。 

 十一日は佐野市役所田沼庁舎を訪れ、佐野大会の中核メンバーや市職員らと懇談。男女共同参画

ネットワークさのの川久保紀久子会長（７９）は「人生百年時代と絆をテーマに三年間準備してき

た。われわれの思いをつないでもらいたい」と要望。愛知ネットの天野竹行理事長（５４）は「佐

野市の無念を酌んだイベントにしたい。『女性の防災』の視点も取り入れたい」と話した。 

 

 刈谷市は人口約十五万人。トヨタ自動車のグループ企業が集積するものづくりの盛んな地域。来

年十一月十三～十五日の予定で、テーマは「かけがえのない“わたし”を生きる～ものづくりのま

ちから発信～」。 

 

 

※同一内容で中日新聞（県内版） 

11 月 13 日（水）掲載 
 



 

特定非営利活動法人 愛知ネットのあゆみ 
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１９９９年 

4 月  NPO 愛知ネット設立 

 

２０００年 

1 月  特定非営利活動法人として、愛知県より認証を受ける 

4 月  北海道有珠山にて災害救援活動、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄでの情報発信 

9 月  東海豪雨災害で災害救援活動、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄでの情報発信 

 

２００１年 

4 月  安城市・知立市・刈谷市 IT 講習会 

(一般・障がい・外国人対応開始） 

6 月  安城市・愛知県総合防災訓練 参加（矢作川河川敷） 

9 月  愛知県・新城市総合防災訓練 参加 

 

２００２年 

2 月  静岡県災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ立ち上げ訓練 参加 

4 月  市民防災ﾌｫｰﾗﾑ 2002 開催（碧海５市対象） 

日本財団助成事業  

「外国人のための情報支援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」開始 

5 月  第１回 親子ふれあいﾈｯﾄﾜｰｸ ｷｬﾝﾌﾟ開催 

6 月  愛知県・一宮市総合防災訓練参加 

7月  大垣荒崎地区水害災害救援活動、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄでの情報発

信実施 

9月  蒲郡市・愛知県・名古屋市総合防災訓練 参加 

11 月 安城市東栄町今本町防災訓練 

北部小学校避難所体験 開催  

 

２００３年 

3 月  あんじょう国際交流祭 ｢Anjo International Festival｣ 開

催 

4 月  市民防災ﾌｫｰﾗﾑ 2003 開催 

日本財団助成事業外国籍住民防災講座 開始 

7 月  九州豪雨・宮城県北部地震に伴う情報発信実施 

8 月  愛知県多文化共生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ「医療通訳ｽﾀｯﾌ要請講座」 

開始 

愛知県・刈谷市総合防災訓練・名古屋市総合防災訓練参加 

9 月  十勝沖地震に伴う情報発信実施 

10 月  刈谷市民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動支援ｾﾝﾀｰ 運営業務委託 

 

２００４年 

1 月  ｢安否確認システム｣を発表 

4 月  ｢いっつもトーク｣を発表 

6 月  経済産業省 市民活動活性化モデル事業 

「災害に強い多文化共生ｺﾐｭﾆﾃｨ《安心・安全・安城》ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ

ﾄ」開始 

7 月  新潟豪雨災害（新潟県三条市・中之島町・見附市）救援活動 

8 月 「安城地域ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ」運営開始 

愛知県・豊橋市総合防災訓練 参加（豊橋市三河港） 

9 月  香川県高松市高潮災害救援活動 

11 月  あいち中越支援ﾈｯﾄ-ﾜｰｸを組織、中越地震関連支援を開始 

 

２００５年 

1 月  安城市「安城市民活動ｾﾝﾀｰ」運営業務委託 

3 月  経済産業省市民活動活性化ﾓﾃﾞﾙ事業支援、 

電話通訳ｾﾝﾀｰ構築 

 

4 月  「愛・地球博」警備部署外国人通訳ｾﾝﾀｰ運営業務開始 

8 月  安城市・愛知県総合防災訓練（安城市内 5箇所）参加 

9 月  内閣府「防災功労者防災担当大臣表彰」受賞 

11 月  内閣府「地域情報ｼｽﾃﾑによる安全、安心ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」開始 

   防災科研「災害情報ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成に関する調査事業」 

12 月  行政通訳養成講座 開講 

 

２００６年 

4 月  刈谷市いっつもﾄｰｸ（行政通訳）ｻｰﾋﾞｽ開始 

7 月  経済産業省「若者と中小企業のﾈｯﾄﾜｰｸ構築」事業開始 

8 月  愛知県「あいち防災ｶﾚｯｼﾞ地域講座」 

12 月  安城市自主防災支援事業 

 

２００７年 

3 月  愛知県自主防災組織ﾘｰﾀﾞｰ研修 

4 月  愛知県青年の家 運営業務委託 

安城市安全安心ﾒｰﾙ配信 

6 月  経済産業省 

「平成 19 年度若者と中小企業とのﾈｯﾄﾜｰｸ構築事業」 

   株式会社ﾃﾞﾝｿｰ 「できるｴｺ DECO ｽｸｰﾙ」企画・運営 

7 月  愛知県河川情報伝達実証実験 

9 月  株式会社ﾃﾞﾝｿｰ「ﾘﾕｰｽﾊﾟｿｺﾝ寄贈ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ団体交流会」 

 

２００８年 

2 月  愛知県知事認定 

「平成 19 年度ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽ優良ﾓﾃﾞﾙ事業者」 

3 月  愛知県自主防災組織ﾘｰﾀﾞｰ研修 開催 

6 月  経済産業省 

「平成 20 年度若者と中小企業のﾈｯﾄﾜｰｸ構築事業」 

  岩手・宮城内陸地震救援活動 

8 月  岡崎市８月末豪雨災害救援活動 

9 月  独立行政法人宇宙航空研究開発機構(JAXA) 

「平成 20 年度災害 NPO との WINDS 実験業務」 

   独立行政法人防災科学技術研究所「島田市・安城市における

災害ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝに関する実証実験」支援業務 

11 月  厚労省 

「地域連携型障害者災害救援ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの策定に関する調査 

研究」 

   愛・地球博ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 

「災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験におけるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運営」業務 

 

２００９年 

2 月  安城市職員 NPO 研修 

3 月  三重県みえ防災ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修 

4 月  大府市民活動ｾﾝﾀｰ・豊橋市民ｾﾝﾀｰ市民活動ﾌﾟﾗｻﾞ運営業務委

託 

5 月  独立行政法人宇宙航空研究開発機構 

「平成 21 年度災害 NPO との WINDS 実験業務」委託 

8 月  独立行政法人防災科学技術研究所  

「愛知県における自主防災活動高度化ﾓﾃﾞﾙ事業」支援業務 

8 月  トヨタ自動車「災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ体験イベント研修」協力 

9 月  「愛フェス２００９」開催（－２０１８） 
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２０１０年 

3 月  独立行政法人宇宙航空開発機構 

「平成 22 年度災害 NPO との WINDS 実験業務」 

大府市緊急雇用事業受託 

5 月  豊田市災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成講座 

7 月  防災・緊急情報ｼｽﾃﾑ開発事業 

10 月  愛知県における実証実験支援業務 

 

２０１１年 

3 月  東日本大震災 救援活動開始 

大府市緊急雇用事業開始 

4 月  豊橋市青少年センター運営業務委託  

6 月  愛知県より委託「愛知県被災者支援センター」運営開始 

 

２０１２年 

4 月  東日本大震災 救援活動継続  

    碧南市ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻﾎﾟｰﾄﾌﾟﾗｻﾞ 運営業務委託 

  大府市「防災ｺﾐｭﾆﾃｨ支援事業」緊急雇用事業 

       愛知県被災者支援センター 業務継続 

7 月   JAXA 

「平成 24 年度災害 NPO との WINDS 災害通信実験業務」 

11 月  団体名称「特定非営利活動法人愛知ネット」と変更 

 

２０１３年 

通年  愛知県内外避難所運営・防災リーダー研修開催 

2 月  東日本復興フォーラム開催 

3 月  とよた防災フェスタ 

4 月  東日本大震災 救援活動継続   

    愛知県被災者支援センター 業務継続 

7 月  JAXA 

「平成 25 年度災害 NPO との WINDS 災害通信実験業務」 

11 月  岩手県盛町盛青年商工会会長表彰受賞 

岩手県住田町表彰受賞 

 

２０１４年 

３月  とよた防災フェスタ 

４月  東日本大震災救援活動継続 

    愛知県被災者支援センター業務継続 

６月  愛知ネット設立１５周年記念事業 

「フレンドシップ防災デー」開催 

       JAXA 

「平成 26 年度災害 NPO との WINDS 災害通信実験」 

業務実施 

 

２０１５年 

4 月  東日本大震災救援活動継続 

    愛知県被災者支援センター業務継続 

    愛知県美浜少年自然の家運営業務委託 

５月  とよた防災フェスタ 実施  

西尾市 西尾中学校区における防災事業 開始  

    刈谷市 刈谷市桜区・重原区合同避難所開設訓練開始 

6 月  碧南市「まちづくりの担い手育成講座」実施 

    知立市 自主防災会活動サポート委託業務 

10 月 「企業における防災事業」アイシン精機株式会社 

    愛知県 平成 27 年度広域ボランティア支援本部訓練 

12 月  稲沢市 いなざわ地域防災リーダー養成講座 

    豊橋市 避難所運営ゲーム「HUG」実施 

 

２０１６年 

  通年 西尾市小学校避難所運営マニュアル作成 

4 月  東日本大震災復興支援活動継続 

     愛知県被災者支援センター業務継続 

        熊本地震救援活動開始 

  7 月  豊田市自主防災リーダー養成講座 

       知立市自主防災サポート委託業務 

     豊橋市市民大学トラム 

 10 月 稲沢市地域防災リーダー養成講座業務委託 

 11 月  平成 28 年度刈谷市総合防災訓練第 2会場委託運営 

 12 月 認定特定非営利活動法人として認定を受ける 

 

２０１７年 

 ４月 東日本大震災復興支援活動継続 

    愛知県被災者支援センター業務継続 

 ５月 知立市自主防災活動サポート委託業務 

    子どもゆめ基金助成金交付事業 

    「スポーツ鬼ごっこ体験会」 

 ６月 刈谷市防災リーダー養成講座 

 ７月 九州北部豪雨災害救援活動開始 

    豊田市防災リーダー養成講座 

 ８月 JT NPO 助成事業 

   「愛知県美浜町の未利用地を活用した農業体験交流事業」 

 10 月 とよた防災フェスタ 中日サバイバルキャンプ参加 

 

 ２０１８年 

 通年 東日本大震災復興支援活動継続 

 １月 とよた消防フェスタ参加 

 ４月 安城市民活動センター運営業務委託開始 

    愛知県被災者支援センター業務継続 

 ７月 西日本豪雨災害救援活動開始 

 ９月 子どもゆめ基金助成金交付事業 

「防災チャレンジキャンプ」 

 10 月 「愛フェス２０１８」グランドフィナーレ 

 11 月 とよた消防フェスタ参加 

     美浜町小野浦区地域連携型防災訓練実施 

 

２０１９年 

 ３月 「災害時における愛知県美浜少年自然の家の利用等に関する

協定書」締結に向けた協議開始 

あんぴメール、安心・安全メールシステムサービス終了 

 4 月 「災害時における愛知県美浜少年自然の家の利用等に関する

協定書」締結 

１０月 台風 19 号被災地支援 


